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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：神経ペプチドYおよびペプチドYYの受容体。膵ポリペプチドに対するこの受容体の親和性の順位は、PYY > NPY > PYY (3-36) > NPY (2-36) > [Ile-31, Gln-34] PP > [Leu-31, Pro-34] NPY > PP、[Pro-34] PYYおよびNPY遊離酸である。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：扁桃体、脳梁、海馬、視床下核に高濃度に存在する。また、尾状核、視床下部、黒質にも検出される。,機能：神経ペプチドYおよびペプチドYYの受容体。この受容体の膵ポリペプチドに対する親和性の順位は、PYY > NPY > PYY (3-36) > NPY (2-36) > [Ile-31, Gln-34] PP > [Leu-31, Pro-34] NPY > PP、[Pro-34] PYYおよびNPY遊離酸の順である。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：扁桃体、脳梁、海馬、視床下核に高濃度で存在する。また、尾状核、視床下部、黒質にも検出される。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	NPY2R抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NPY2R抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NPY2R 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したNPY2-Rポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：500に希釈したNPY2-Rポリクローナル抗体を用いたHT29細胞のウェスタンブロット解析

